
日本が観光立国になるために必要なこと
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①旅行観光市場をファクト（事実）やデータで理
解するという前提の浸透

②地域が変わるのは時間がかかるため
それを前提とした政策

③ホスピタリティ人材の育成 …他④以降多数
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本日の１点

2



市場をファクト（事実）やデータで理解するという前提の浸透

Copyright © 2023 WAmazing Inc. All Rights Reserved.

地域の方々と話して感じることの１つに「インバウンド市場」に対す
る、イメージ先行型の誤解・思い込みが広く浸透しているということ

例１、富裕層＝欧米豪からのお客様
例２、中国人は団体が多く爆買い、声の大きさなどマナー面で

ほかのお客様の迷惑になる可能性がある
例３、「自分の事業は観光業は関係ない」

「英語話せないので対応が難しい」の誤解
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例１、富裕層＝欧米豪からのお客様 について
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１泊あたり旅行中支出 １位中国、２位香港、３位シンガポール
（旅行１回あたり支出 １位 仏、２位 豪州、３位英国）
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出典：観光庁令和２年
観光白書より
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宿泊単価上位１５％の国籍・地域分析では６７％が東アジア
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例２、
中国人は団体が多く爆買い、声の大きさなどマナー面で
ほかのお客様の迷惑になる可能性がある について
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金額別・可処分所得の該当世帯数
（中国、2002年→2022年）
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※出典：ユーロモニターインターナショナル

2002年時点（黄色）では
可処分所得15万円～75万円程度が
最も世帯数が多いが全体が豊かになり

2022年時点（赤色）では
可処分所得150万円～370万円程度に
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団体ツアー参加８割近く(2011年)から個別手配主流（6割以上、2019年）へ
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※出典：観光庁「訪日外国人消費動向調査（2011年～ 2019
年）」に基づき日本政府観光局（JNTO）が作成
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例３、「自分の事業は観光業は関係ない」
「英語話せないので対応が難しい」の誤解

＝漢字（漢の字）を読める人がインバウンドの大半
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コロナ禍前 2 0 1 9 年は
日本に近い東アジア、
中国・台湾・香港・韓国
からの旅行者が
全体の７割を占める

東南アジアを加えると
８割超がアジアから
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消費額でも
中国１位
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2023年訪日外国人の旅行消費額は5兆2,923億円（2019年比9.9％増）

その中で2番目にシェアが大きい消費は買い物代で全体の約26%、消費額は1兆3,954億円
買い物の利便性を高めることで、娯楽サービス（観光）に費やす時間を創出し、観光消費額を拡大する必要がある。
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1兆8,289
億円

34.6%

出展：2023年訪日外国人の消費動向調査

1兆3,954
億円

26.4%

1兆1,957
億円

22.6%

6,024
億円

11.4%

2,678
億円
5.1%

宿泊費 買い物代 飲食費 交通費 娯楽等

訪日外国人旅行消費額の品目別構成比
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観光客がパン屋で３００円のパンを買って食べてもGDPには
観光という文字はない

小麦を生産した農家

が生み出した

付加価値１００円

農業

農家から小麦を買って

製粉した製粉会社の

付加価値１００円

製造業 小売業

製粉会社の小麦粉で

パンを焼いたパン屋の

付加価値１００円
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